
 

 

令和５年１月３１日（火）  晴  Ｎｏ．２７ 

 

  

▲会長挨拶     ▲古庄会員 新会員自己紹介 

                                                 

                                                

会長  芝本 忠雄 

 

皆さん、こんにちは。 

今日は非常に暖かく、いいお天気になりましたが、先週の大寒波は如何だったでしょう。

交通網の大混乱、加古川バイパスは通行止め、それに続く高速道路の閉鎖、ＪＲ在来線

の電車の運休等大変な事態となりました。前もって予測されていたにも関わらず、混乱を

招いたことに落胆しております。普段雪の降らないこの地域だから、無防備だから起こる

混乱ではなかったかと思います。普段より雪の多い但馬地方で、混乱しましたか？ 以前

沖縄の友人に台風時の被害が何故少ないのか？と聞いたときに、平常から備えているか

ら、いつ台風が発生して襲ってきても被害が少ないのだと教えられました。日頃から備え

ることの重要性を感じました。でも、またいつものように喉元過ぎればで、次の災害で同じ

ことを繰り返すのかと思います。ＪＲや道路公団も同じくです。プロ意識に欠けていると思

います。安全対策を施しながら市民生活を守って戴きたいと思いました。 

 さて、先週土曜日の東播第２グループのＩＭは如何だったでしょう？ 当クラブからは２

５名の方々に参加戴きました。参加戴きました皆様、大変お疲れさまでした。 ただ、少し

寂しく感じましたので、今後例会外の行事への出席も一考戴きますよう、この機会にお願

い申し上げます。 

この度のＩＭは、コロナ禍の影響で３年ぶりの開催となりましたが、高砂青松ＲＣが主管

され、講演会、式典、懇親会と３部構成で開催されました。  

高砂市は柔道が非常に盛んで、高砂の企業経営者には、柔道家が多くいらっしゃいま

す。本年度ガバナー補佐の高砂青松ＲＣの濵田氏も慶応の柔道部ＯＢです。高砂だから

こそ講道館上村館長を講師にお呼び出来たのではないかと思います。その上村館長

は、オリンピック金メダリストで、世界選手権のチャンピオンでもあり、運動音痴でスポーツ

嫌いの太った少年から、柔道を通じての成長過程、そして大学進学、世界チャンピオン、

オリンピック金メダリストと柔道を通じて成長されていったお話でした。そして後継者養成

のプロセスや考え方は、我々企業経営者にとっても参考になりました。そして式典、懇親

会を行ったわけですが、盛んに名刺交換をされている風景も目に付きましたので、久しぶ

りの５クラブ合同の交流の意義もあったように感じた次第です。 

  

 

 

 会長の時間 



 それから７０周年準備委員会は第１回委員会を先週開き、委員長に山口勝英会員、副

委員長に橋本眞人会員をそれぞれ選任致しましたのでお伝えしておきます。  

そして本日よりインフォーマルミーティングがスタートします。３年ぶりの開催で、計６回

に亘って行わせて戴きます。テーマは「７０周年に向かって」として、来年の７０周年に向け

て意見交換したいと思いますので、よろしくお願いします。  

 本日の卓話は、今月入会されたばかりの BAN-BAN NETWORKSの古庄会員に登壇戴

きます。自己紹介の時間は十分ありますので、よろしくお願いします。 

以上で会長の時間を終わらせて戴きます。 

本日もよろしくお願い申し上げます。 

 

                                                

１） ＢＯＸに(株)クマヒラ様からの「抜粋のつゞり」入れております。 

２） 地区より第４３回 RYLA ｾﾐﾅｰのご案内を頂いておりますので回覧します。参加ご希

望の方がいらっしゃいましたら。加古川 RC事務局までお知らせ下さい。 

３） 今日からインフォーマルミーティングが始まります。 

今週の予定は、本日１月３１日（火）午後６時半～ 場所：東京「田村」、２月２日

（木）午後６時半～ 場所：プラザホテルレストラン「リヴィエール」です。ご出

席の皆様よろしくお願いいたします。 

  

                       

 省 略 ☺ 古庄会員、本日の卓話よろしくお願いします。 

 省 略 ☺ 先週土曜日の東播第２グループＩ．Ｍ．お疲れ様でした。ご参加
ありがとうございました。 

 省 略 ☺ 古庄会員、卓話よろしくお願いいたします。 

 省 略 ☺ 本日自己紹介の機会をいただきました。よろしくお願いします。 

 省 略 ☺ 王さん、例会へようこそ。 

 省 略 ☺ ゴルフの写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺ 古庄さん自己紹介頑張って下さい。 

 省 略 ☺ テーブルの花いただきます。 

以上８件 \13,000- 

  本年度累計\1,226,000- 

 

 

☆ 今 週 会員数 72名 出席 34名 出席免除 18名 欠席 20名   

☆ 欠 席 者 省略 

 

☆ 前 々 週 会員数 72名 出席 46名 出席免除 15名 欠席 11名   

☆ ゲ ス ト 米山奨学生 王 宵様 

                             

 

  例会場当番 

 ２月 ７日(火) 桑田圭､松﨑 

 ２月２１日(火) 保地､松井 

 幹事報告 

ニコニコ 

 出席委員会 

 親睦活動委員会 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国 

Redwood Materials によると、世界中で電子廃棄物の 17％とリチウムイオン

電池を使うデバイスの 5％未満しかリサイクルされていませんが、その化学

物質は「ほぼ無限にリサイクルできる可能性」を秘めています。2022 年初頭

以来、全米で十数のロータリークラブがネバダ州に拠点を置く電池リサイク

ル業者と協力して、数万キロの携帯電話、ノートパソコン、パワードリル、電

動歯ブラシなどを回収キャンペーンで集めました。「これは即座に応用でき

るプロジェクト」だと、環境の持続可能性のためのロータリー行動グループ

のリーダーを務めるのクラリ・ノレットさん（カリフォルニア州、ロスアルトス・ロ

ータリークラブ）は言います。「要らないものが処分できて、米国のサプライ

チェーンの安定性と環境問題の解決にも、電気自動車の普及にも貢献で

きるのです」 

カナダ 

オンタリオ州のオークビル・ロータリークラブ、オークビルウェスト・ロータリー

クラブ、オークビルトラファルガー・ロータリークラブのボランティアたちが、度

重なる自然災害に見舞われたカリブ海の国、セントビンセント・グレナディー

ンのために、9 月 17 日に 1,000 袋以上の大麦を梱包しました。会員は大麦

の袋を箱に空けると、秤量して 1 ポンド入りの袋に入れ、箱詰めしました。 

本日１月３１日（火） ２月７日(火) ２月１４日(火) ２月２１日(火) 

新会員自己紹介 

古庄担当 

卓話 

「特許を取得し

た適正ハブラシ 

『テキアツ君』」 

中原担当 

例会変更 

（日時・場所変更） 

東播第２グループＩ．Ｍ． 

１月２８日（土） 

於;ｳｴﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟﾚｽ鹿島殿 

フォーラム・ゲスト卓話 

地区 国際奉仕委員会 

委員長 安行英文氏 

国際奉仕委員会担当 

 誕 生 日 祝  省略 

 

  結 婚 記 念 日 祝   

  出 席 表 彰   

  会社創立記念日   

 プログラム委員会 

２月のおよろこび 

2023-24年度テーマ が発表されました 

 

1 億以上 
米国で 1年に
廃棄される携
帯電話の数 

 

世界中で活躍する「世界を変える行動人」 

 

2023年 1月      By Brad Webber 

 



オークビル・ロータリークラブ会員のスンディープ・コースラさんは、通常

は「フルタイムの従業員 5人が 2回のシフトで行うことを、私たちは 3時間

でやってのけた」と言います。オークビル・ロータリークラブは、世界中で

迅速な災害被害支援を行っている慈善団体の GlobalMedic が運営する

倉庫で毎月作業を行うことを約束しています。 

ポルトガル 

チャリティーウォークはロータリーの資金調達の定番ですが、シルヴェス・ロ

ータリークラブは特別なチャリティーウォークを実施しました。同クラブの会

員はセント・ジェームズ・ウェイ（ポルトガル語でカミニョ・デ・サンティアゴ）の

120キロの行程（ポルトガルのバレンサからスペインのサンティアゴ・デ・コン

ポステーラ大聖堂に向かう 6日間の道のり）に挑戦しました。9月 23日に 7

人のロータリアンとその友人 3人が出発し、同クラブはソーシャルメディアを

活用して資金集めと実況を行いました。このチャリティーウォークで、アル

マサン・デ・ペラの Silves Sul学校に自閉症やダウン症候群の子どもたちの

ためのセンサリールーム（感覚過敏の人びとが落ち着いて過ごせる部屋）

と庭を創設する資金となる約 14,000 ドルが集められました。同校の生徒た

ちは巡礼者たちの足どりをオンラインで追跡。また、参加者たちに「絶え間

ない励まし」を与えてくれて学校のマスコットとなるぬいぐるみも渡してくれ

た、と参加者の一人であるパム・ウィンさんは言います。 

コソボ 

ペジャ・ロータリークラブは、米国同時多発テロ事件の 21 周年を記

念して、「記憶と友情」という名の記念碑を市内に建てました。同クラ

ブやその会員、地元企業、個人の篤志家が、このプロジェクトのため

に 30,000ドル以上の寄付金や寄贈品を提供しました。「記念碑の本

当の価値は計り知れません」と同クラブ会長のアルベル・アスラニさ

んは言います。「世界中のそのような記念碑を検索したところ、東南

ヨーロッパにはないことがわかりました」このプロジェクトは、同クラブ会

員でビジネスマンのネハト・デヴォリさんの発案によるものです。ニュ

ーヨーク市消防局から寄贈された、ツインタワー跡から掘りだした鋼鉄

の梁がセンターピースに使われています。アスラニさんによるとこれは

なくてはならないものでした。「ニューヨーク市はペジャからほぼ 7,400

キロメートル離れています」とアスラニさんは除幕式で述べています。「しかし、あの日、9 月

11日には、ニューヨーク市はずっと近く感じられました。悲劇は人びとを結びつけるのです」 

フィジー 

9 月に、ラウトカ・ロータリークラブの会員が地域ボラン

ティアとともに、185 平方メートル近いタイペリアの海

岸線に 4,000 本以上のマングローブの苗木を植えま

した。低所得層が暮らすこの地域は、ラウトカ中心部

から約 4 キロのヴィティ・レヴュー島にあります。「フィ

ジーのような小さな島国にとって、家庭と生活を守るこ

とは特に重要です。人口の大半が沿岸部の近くに住んでいます」と同クラブ会長のチラグ・

パルマさんは言います。「マングローブの植栽は海岸の侵食から沿岸部を守り、海岸線の生

態系を回復させるのに役立ちます。」同クラブは農林省と協力してこのプロジェクトを実施。

寄付された 130ドルの資金を使って植林地を購入しました。「スクーバダイビングの親睦活動

グループから寄付された資金のごく一部を使用しました」とパルマさん。ロータリーのパート

ナーシップの力を物語るエピソードです。 

 

この記事は、Rotary 誌の 2023年 1月号に掲載されました。 

23億 
2021 年に全世
界で食料不安
を抱える人の数 

 

1,075 
サ ン テ ィ ア
ゴ・デ・コンポ
ステーラ大聖
堂の建設が
始まった年 

 

77 
米国国務省によ
る、同時多発テロ
事件で亡くなった
人びとの出身国の
最小数 

 


